
解 説 
 
１．定格と使用法 
 
 １．ハセテックパワー半導体電源ユニットの種類 
  パワー半導体電源ユニットとは、１個以上の半導体素子をヒートシンクと共に１つの 
 組み立てユニットに納め、半導体素子を容易に使用できるようにした複合ユニットです。 
 当社ユニットには、次のような種類があり、それぞれの用途に応じてご使用頂けます。 
 
（１） ダイオードユニット 
 ダイオードユニットには、一般用センタータップユニット、高速用センタータッ 
プユニット、一般用ブリッジユニット、アバランシェダイオードユニット、高耐圧 
ダイオードユニット、ショットキバリアダイオードユニットなどがあります。 
 
（２） サイリスタユニット 
  サイリスタユニットには、交流制御用ユニットと整流制御用ユニットがあります。 
両者ともに、モジュール型、平型のサイリスタを使用したユニットがあります。 
入力電圧110V、220V、440Vに対応し、各種の電流容量を取りそろえておりますの 
で、用途に応じた選択ができます。出力電流は、一般的周囲温度で、自冷時と風冷時 
（平均風速：５ｍ/ｓ）の電流値を掲載してありますので、使用条件に応じ、低減ある 
いは増加してご使用ください。 
 また、サイリスタのみ、ダイオードとサイリスタ、高速サイリスタのみ、高速サ 
イリスタと高速ダイオードなどいろいろな組み合わせのユニットをご希望に応じて 
製作しております。 
 
（３） サイリスタコントロールユニット 
 サイリスタコントロールユニットには、三相整流制御用と三相交流制御用があり、 
三相電源を接続すれば簡単に出力が制御できます。制御方法としては、オープンル 
―プによる位相制御、フィードバックループによる定電圧制御、定電流制御、モー 
タの速度制御、ヒータの温度制御など多用途でご使用頂けます。また両者ともに、ス 
タッド型、平型素子を使用したコントロールユニットがございます。 
入力電圧220V、440Vに対応し、各種の電流容量をそろえておりますので、用途に 
応じた選択ができます。単相整流制御用および単相交流制御用も対応しております。 
 
（４） ＩＧＢＴスタック 
 ＩＧＢＴスタックは、ＩＧＢＴのみ、ＩＧＢＴと整流素子、その他ご要求に応じて、 
ＩＧＢＴを含むいろいろなスタックを製作しております。 
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２．型名付与法 
例１  

                             

①

650
②

L
③

D
④

4
⑤

B
⑥

20

 
① 平均電流値（ダイオード素子単体） 
② ピーク繰り返し逆電圧値（ダイオード素子単体－表１による）

③ Ｈ……………高速型       Ｆ………………アバランシ

Ｄ……………一般用 
④ 使用素子数 
⑤ 回路構成（表２による） 
例：Ｂ………単相ブリッジ     Ｃ……センタータップ 

⑥ 追番号 
 
 
 
 
 
 
例２ 
  

（サ
①

CU
②

25
③

U
④

3
⑤

A
⑥

31

 
① ＣＵ…………サイリスタコントロールユニット 
② 平均オン電流値（サイリスタ単体） 
③ ピーク繰り返し逆電圧値（サイリスタ単体－表１による） 
④ 使用素子数 
⑤ 回路構成（表３による） 
Ａ……三相ブリッジ           Ｂ……単相ブリッジ 
Ｈ……単相逆並列        Ｓ……三相逆並列 

⑥ 追番号 
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  （ダイオードユニット） 
   
 

 
ェ型 

    Ｐ……三相全波 

イリスタコントロールユニット） 



 
例３   

（サイリスタユニット） 
①

SF
②

256
③

G
④

2
⑤

H
⑥

20

 
① ＳＦ………一般用サイリスタ 
ＭＳＧ……サイリスタモジュール 

② 平均オン電流値（サイリスタ単体） 
③ ピーク繰り返し逆電圧値及びオフ電圧（サイリスタ単体－表１による） 
④ 使用素子数 
⑤ 回路構成（表３による） 
 Ａ……三相ブリッジ  Ｂ……単相ブリッジ 
 Ｈ……単相逆並列   Ｓ……三相逆並列 
⑥ 追番号 
 
 
 
 
 

 3



 
表１逆電圧（順電圧） 

 
文 字 

ピーク繰り返し 
逆 電 圧 値        

 
文 字 

ピーク繰り返し 
逆 電 圧 値        

 
文 字 

ピーク繰り返し 
逆 電 圧 値        

Ｚ 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｄ 

Ｅ 

Ｆ 

Ｇ 

Ｈ 

Ｊ 

Ｋ 

Ｌ 

Ｍ 

Ｎ 

Ｐ 

Ｑ 

Ｒ 

Ｓ 

Ｔ 

２５Ｖ 

５０〃 

  １００ 〃 

  １５０ 〃 

  ２００ 〃 

   ２５０ 〃 

  ３００ 〃 

   ４００ 〃 

   ５００ 〃 

   ６００ 〃 

   ７００ 〃 

   ８００ 〃 

   ９００ 〃 

 １０００ 〃 

 １１００ 〃 

 １２００ 〃 

 １３００ 〃 

 １４００ 〃 

 １５００ 〃 

Ｕ 

Ｖ 

Ｗ 

Ｘ 

Ｙ 

ＥＸ 

ＹＫ 

ＦＸ 

ＧＸ 

ＨＸ 

ＪＸ 

ＫＸ 

ＬＸ 

ＭＸ 

ＮＸ 

ＱＸ 

ＴＸ 

ＹＸ 

ＦＹ 

１６００Ｖ 

１７００〃 

１８００〃 

１９００〃 

２０００〃 

２５００〃 

２７００〃 

３０００〃 

４０００〃 

５０００〃 

６０００〃 

７０００〃 

８０００〃 

９０００〃 

   １００００〃 

   １２０００〃 

   １５０００〃 

   ２００００〃 

   ３００００〃 

ＧＹ 

ＨＹ 

ＪＹ 

ＫＹ 

ＬＹ 

ＭＹ 

ＮＹ 

ＰＹ 

ＱＹ 

ＲＹ 

ＳＹ 

ＴＹ 

ＵＹ 

ＶＹ 

ＷＹ 

ＸＹ 

ＹＹ 

４００００Ｖ 

５００００〃 

６００００〃 

７００００〃 

８００００〃 

９００００〃 

 １０００００ 〃 

 １１００００ 〃 

 １２００００ 〃 

 １３００００ 〃 

 １４００００ 〃 

 １５００００ 〃 

 １６００００ 〃 

 １７００００ 〃 

 １８００００ 〃 

 １９００００ 〃 

 ２０００００ 〃 
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表２ 回路構成 
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表２ 回路構成のつづき 
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表 ３ 
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表 ４ 
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３．半導体素子信頼性の概念 
 
 素子の信頼性が高いということは、それが部品の一部として機器に使用されているとき、「目的と

する 
機能を規定された時間、故障なく安定に動作すること」で、更に必要に応じ差し換えに当たり電気

的特性の互換性が容易に得られるような素子であることです。 
 信頼性を定量的に表す場合、信頼度または故障率として扱い、時間を一つの変数とする分布関数

として表現し、指数分布、ワイブル分布が半導体製品には良く適用されています。 
 図２は一般電子部品と、半導体製品に発生する故障を時間のパラメータで表したもので、ある一

定の傾向を示すことが従来より知られております。 
 これを３つの期間に分けてそれぞれ 
           
・ 初期故障期（Initial Failure） 
・ 偶発故障期（Random Failure） 
・ 摩耗故障期（Wearout Failure） 
 
 
と呼んでいます。 

 特に半導体製品は偶発故障期に故障発生率の漸減減少がみられる    図２ 故障発生率の時間経過 

 ことが特長ですが反面、故障はランダムに発生することを意味しますので、この故障発生を極力

小さくすることが課題となります。 
 半導体製品の信頼度を表すとき、いろいろの分布関数で近似して表しますが、電子部品の寿命分

布で一番基本的な分布形態である指数分布を仮定した場合の信頼度関数Ｒ(ｔ)は次式で表すことが

できます。 
)exp()( tt λ−=R

 また瞬間故障率λ(t)、平均寿命μは 
 λ(t)＝λ（時間的に変化せず一定） 
 μ＝１／λ    
 そして、μ＝１／λ＝MTTFともいいます。 
 通常半導体製品の故障率は、時間(t)＝1000時間をとり、％／1000時間で表すのが一般的です。 
 また、フィールドデータや故障率予測では故障が非常に少なく、故障率が小さいことから、この

値の1/10４  （％／1000時間）＝10-9（故障／時間）を１Ｆitという単位で表します。 
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４．使用上の留意点 
 
 半導体素子の信頼性は素子自体で扱うことよりも、むしろ必然的に加えられる動作上のストレス

と、使用環境上のストレスを加味して取り扱わなければならない事項です。これらは相互に密接な

関係にあり、より高信頼度でご使用いただくため、諸要因のうち主要なものについて、説明します。 
 素子が使用される回路の電圧、電流、周波数や機器としての使用環境条件は、信頼度を左右する

大きな要因です。使用する回路に応じて適切な素子の選択と回路設計により、動作点を設定しなければ

なりません。 
 素子の故障率は、温度に著しく影響を受けることが知られており、温度が高くなるにつれて故障

率も増大します。 
 また、サージ電圧の印加や特性の偏差に注目すべきで、設計にあたっては特性変動許容限界値を

緩め、余裕をもたらすことができれば、素子の寿命しいては機器としての寿命を大幅に延ばすことが可

能になります。比較的大きな電圧、電流を扱う整流素子やサイリスタ類は、電圧よりも電流が大き

いことから、その電力消費も大きくなります。 
 この電力消費は、素子に発熱をもたらし、特性的にも信頼性面においても好ましくなく、効率良

く放熱し、素子接合部温度を所定値以下にしなければなりません。 
 これら素子を高い信頼度で、ご使用いただくため、規定の電圧、電流、周波数、温度に対し、素

子の最大定格をディレーティングしてのご使用をお勧めします。しかし、ディレーティングは信頼

性と経済性との妥協点がありますので、一律に決めることは困難ですが、一般には次のディレーテ

ィングを推奨します。 
   電圧：最大定格に対して５０％以下 
   電流：最大定格に対して７０～８０％以下 
 
 
 
 
 

 10



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for high quality pre-press printing. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later. These settings require font embedding.)
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308030d730ea30d730ec30b9537052377528306e00200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /FRA <>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee575284e8e9ad88d2891cf76845370524d6253537030028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f0030028fd94e9b8bbe7f6e89816c425d4c51655b574f533002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c9069752865bc9ad854c18cea76845370524d521753703002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f300290194e9b8a2d5b9a89816c425d4c51655b57578b3002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


